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在宅用小型軽量ＰＣＡポンプにおける課題抽出と 
運用指針に関する研究

在宅用小型軽量PCAポンプ、在宅、看取り、緩和ケア、疼痛
癌性疼痛、慢性疼痛、終末期
応用
在宅用小型軽量PCAポンプ

 在宅医療下において患者自己調節鎮痛法（Patient Contr
olled Analgesia）で使われる疼痛緩和用ポンプ（以下PCA
ポンプ）として様々な製品が供されているが、小型軽量化さ
れた製品が普及すれば患者のQOL改善や医療従事者にとっ
ても取り扱いやすさの向上に貢献すると考えられる。しか
し、在宅現場でのPCAポンプの普及は十分とはいえず、在
宅診療に関わる医療従事者へのアンケート調査を通じて、こ
れらの問題点や注意点をより具体的に把握し、実際の臨床現
場のニーズや懸念事項を明らかにしようと考えている。この
研究により、PCAポンプの在宅医療への効果的な導入と普
及のための方法を探索する。

在宅診療の中で使用でき
る医療機器も日々進歩して
おり、病態にあわせて適切
な医療機器を使用すること
で患者の QOL 改善につな
がる可能性がある。
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研究成果の応用可能性

 在宅用小型軽量PCAポンプにおける課題抽出を行い、そ
の問題点を解決することで在宅医療における疼痛緩和の質を
向上させ、患者のQOLを改善する可能性がある。小型軽量
PCAポンプの普及により、患者の活動範囲が広がり、より快
適な在宅療養環境を提供できる可能性がある。
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